


・ 印刷物調達の品質確保のため試行導入した最低制限価格制度について、今後その結果の検証

を行う必要があります。

・ 収支見込額の的確な把握を行い、支払資金の安定的な確保、余剰資金や基金の安全で有利な

運用を実施しています。

・ 県が発行する納付書をペイジー標準帳票へ変更する方針を決定したので、様式変更に向けて

の検討を行っています。

・ 市町とともに会計事務標準化研究会を県内ブロックごとに開催し、市町の財務会計システム

や公金収納フローの調査結果をフィードバックしましたので、課題等について協議を行って

います。

・ 本庁および地域駐在によるきめ細かな会計支援を行い、各所属の会計事務を身近なところで日常

的にサポートします。また、会計事務に関する相談や検査、研修を通じて会計事務担当者等の能

力向上に努めます。

・ 物件関係の調達においては、公平性・透明性・競争性を高めるとともに地域事業者の育成に配慮

したバランスのとれた入札・契約制度の構築に努めます。

・ 公金の適正な管理を行うため、支払資金の安定的な確保と余剰資金の安全で有利な運用を行いま

す。また、県歳入金の収納方法の多様化を図ることにより県民の皆さんの利便性向上に努めます。

・ 財務会計システムの円滑な運用・管理を行うとともに、更にシステム運営経費の削減やセキュリ

ティを確保するよう努めます。また、市町と連携し、会計事務の標準化や市町の財務会計システ

ムの共同アウトソーシングを促進します。

●会計支援事業【基本事業名：40401 会計事務の支援】

（第２款 総務費 第１項 総務管理費 ９ 会計管理費）

当初予算額：(24) ３８，６９０千円 → (25) ３８，２９０千円

事業概要：各所属で処理する会計事務が公正で正確・適正に行われるよう、検査、相談、研修

などの会計支援を行います。

●電子調達システム管理事業【基本事業名：40401 会計事務の支援】

（第２款 総務費 第１項 総務管理費 ９ 会計管理費）

当初予算額：(24) ３８，７３９千円 → (25) ３７，２４８千円

事業概要：公平性・公正性・透明性の確保、競争性の向上及び地域事業者の育成を図ることな

どを基本的な考え方として、物件等電子調達システムを運用します。
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●出納管理事業【基本事業名：40402 公金の適正な管理】

（第２款 総務費 第１項 総務管理費 ９ 会計管理費）

当初予算額：(24) １１８，２０８千円 → (25) １０３，５２５千円

事業概要：支払いに要する資金の安定的な確保や余剰資金の安全かつ有利な運用を行うととも

に、公金収納を迅速・適正に行うために指定金融機関等の検査・指導を行います。

●財務会計管理事業【基本事業名：40402 公金の適正な管理】

（第２款 総務費 第１項 総務管理費 ９ 会計管理費）

当初予算額：(24) ７２，１９３千円 → (25) ９４，５７０千円

事業概要：財務会計システムについて安定稼働を確保し、会計事務が迅速かつ正確に執行でき

るよう支援します。また、次期システム更新に向け、その円滑な実施と透明性・公

平性等を担保した適切な調達を検討します。


